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第 3章　基本理念及び目指す姿，全体目標

総合対策の基盤強化・質の向上

自分らしく
豊かに生きる

早く見つけて しっかり治す◆がんにならない

な■予防可能
　がんの予防

■意識段階に応じた
　受診促進
■検診の精度向上

■がんにならない
　生活習慣の浸透
■予防対策の実践

■対象者すべてが
　効果的な検診を
　確実に受診

■がん医療連携体制づくり
■診断時からの緩和ケア

■相談支援体制づくり
■ニーズに応える
　情報提供

上■全県的な医療の質の向
■集約化による
　高度な医療の提供

■“がんと共に”自分
　らしく豊かに生きる
　ための支援体制づくり

県民一人ひとりに届く，正確で効果的な情報提供

県 民 総 ぐ る み の が ん 対 策

　予 防 　検 診 　医 療 療養生活

　■精度の高い「がん登録」による正確な情報
■「がん対策日本一」の客観的な全体評価がん登録

　地　域 　職　域

「がん対策日本一」のイメージ

Ⅰ 　「県内のどこに住んでいても，どんながんであっても，必要な手立てや情報を
受けることができ，安心して暮らせる広島県」を目指し，総合対策を強化する。

Ⅱ 　県民みんなが，がんを自分にも起こり得ることとして関心をもち，それぞれの
立場で予防や検診も含めた「がん対策」に取り組む社会をつくる。

―    基　 本 　理 　念    ―

1　基本理念

基本理念及び目指す姿，全体目標第３章
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第 3章　基本理念及び目指す姿，全体目標

区分 ② − ①
平成23（2011）年 ① 平成28（2016）年 ②

2　目指す姿（将来像）と全体目標
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第 3章　基本理念及び目指す姿，全体目標

地域では

職場では

地域では
《健康なとき》
・がん予防法などの正しい情報が得られます。
・いろいろな人から検診を勧められます。

《がんになっても》
・自宅や介護施設など，希望する場所で，多くの人
に支えられ療養することができます。
・自分らしい生活を送っています。

★がん出前講座

★治療・療養学校・公民館

職場では
《健康なとき》
・がん予防や検診の正しい情報が得られます。
・上司から検診受診を勧められ，同僚も受診に理解が
あります。
・がんを予防する環境が整っています。

《がんになっても》
・上司や同僚ががんを理解しており，治療と仕事
を両立しやすい環境です。

市町

がんよろず相談医

がん検診サポート薬剤師

介護・福祉事業者

医療関係者

健康な
とき

がんに
なったら

がん検診推進員★がんの情報
★受診勧奨

★がんと治療への理解
★休暇制度等助言

上司

産業医

がん検診推進員

上司・同僚

産業医健康な
とき

がんに
なったら

★出前講座
★受診勧奨
★受動喫煙防止対策

フ
レ
ン
ド
コ
ー
ル

患
者
団
体

支
援
団
体
・
企
業

県
・
市
町

社
会
保
険
労
務
士
等

専
門
家

が
ん
拠
点
病
院

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

★相談
★ピアサポート
★療養情報
★元気の出る情報

共通の
社会資源
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第 3章　基本理念及び目指す姿，全体目標

３つの世界初の足跡

がんは，様々な原因で罹ったり，悪くなったりします。
太古の昔からがんはあったものの，化学物質やウイルスでがんになることが解ったのは，わずかここ

百年の話です。
広島には，がんに関する３つの世界初の足跡があり，その喜びや悲しみを踏まえて，恒久平和や更な

る科学の進歩の心の拠り所となっています。
まず，大正 （ ）年に世界で初めて化学物質による人工癌の発生に成功した山極勝三郎先生と，

明治 （ ）年に世界で初めてのウイルスによる発がんとほぼ同時期に移植可能な家鶏肉腫を発見
した藤浪鑑先生の自筆の手紙が，広島大学医学部医学資料館（広島市南区）に保存されています。
これは，両先生と親交の深かった医学史の大家である富士川游先生（広島市安佐南区出身）が残して

くれていたものですが，合わせて当時の世相も感じさせる文面となっており，先人の偉業を今に伝えて
います。

３つ目の世界初は，人類にとって極めて残念なことですが，原子爆弾の投下です。その惨状は原爆ド
ームや平和記念資料館（いずれも広島市中区）などで今も 多くの方が知ることができますし，上述の広
島大学医学部医学資料館もまた被爆煉瓦が使用されています。このヒロシマの悲劇を二度と繰り返すこ
とのないよう，放射線被曝による医学的な解明もまた広島の地で進められてきました。
比治山にある放射線影響研究所，その麓にある広島大学原爆放射線医科学研究所（広島市南区），市街

地にある広島赤十字・原爆病院（広島市中区）を中心に研究や治療が進められ，その成果は世界の放射
線の基準づくりに活用されています。
これらの襷を受け取って，広島では今後５年間のがん対策を推進していきます。

第
３
章

基
本
理
念
及
び
目
指
す
姿
，
全
体
目
標


